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特
別
企
画
に
続
く
土
木
学
会
誌
独
自
企
画

で
は
、東
北
被
災
地
と
南
海
ト
ラ
フ
沿
岸
域
に

焦
点
を
あ
て
、「
福
島
」「
生
活
・
生
業
」「
未

災
地
」の
三
つ
の
切
り
口
か
ら
、東
日
本
大
震

災
が
も
た
ら
し
た
復
興
の
姿
に
迫
り
た
い
。

　

1
点
目
は
、原
子
力
災
害
被
災
地
〝
福
島
〞

の
復
興
課
題
の
共
有
で
あ
る
。ま
ず
、福
島
が

置
か
れ
た
状
況
の
全
体
像
を
つ
か
む
た
め
、福

島
12
市
町
村
の
将
来
像
に
関
す
る
有
識
者
会

議
座
長
の
大
西
隆
氏
に
、場
所
の
復
興
と
人
の

復
興
の
観
点
か
ら
、遅
れ
て
き
た
復
興
の
実
情

を
解
説
い
た
だ
く
。次
に
、福
島
大
学
の
小
沢

喜
仁
氏
、東
京
大
学
の
福
士
謙
介
氏
、福
島
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン・コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
理
事

長
の
斎
藤
保
氏
に
よ
る
座
談
会
に
お
い
て
、浜

通
り
地
域
等
で
展
開
さ
れ
る
国
家
プ
ロ
ジェク

ト
の
現
状
と
福
島
の
未
来
への
展
望
、求
め
ら

れ
る
土
木
の
貢
献
に
つい
て
語
って
い
た
だ
く
。

　

2
点
目
は
、生
活
や
生
業
の
復
興
に
目
を

向
け
、土
木
隣
接
分
野
への
視
座
を
高
め
た
い
。

ま
ず
、東
京
農
業
大
学
の
門
間
敏
幸
氏
に
農

業
と
農
村
の
復
興
に
関
し
て
、東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
変
革
す
る
農
業
経
営
と
新
た
な

担
い
手
の
出
現
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
く
。
次

に
、東
北
大
学
の
片
山
知
史
氏
に
漁
業
と
漁

村
の
復
興
に
関
し
て
、生
活
と
生
産
の
場
の
分

断
に
つい
て
、水
産
学
等
の
観
点
か
ら
問
題
提

起
い
た
だ
く
。最
後
に
、東
北
経
済
産
業
局
長

の
渡
邉
氏
か
ら
第
二
次
産
業
を
含
め
た
東
北

地
域
の
復
興
の
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ
く
。

　

3
点
目
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
事
前
復

興
を
考
え
た
い
。
東
北
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

で
は
、多
く
の
住
民
・
行
政
自
ら
が
被
災
し
、

被
災
者
の
救
済
を
急
ぐ
時
間
的
制
約
の
中

で
、計
画
段
階
に
お
い
て
、住
民
や
利
害
関
係

者
ら
の
意
見
を
適
切
に
反
映
し
、津
波
への
安

全
レ
ベ
ル
を
踏
ま
え
た
復
興
ビ
ジ
ョン
や
ま
ち

の
将
来
像
を
共
有
す
る
地
域
合
意
の
プ
ロ
セ

ス
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
背

景
を
受
け
、被
災
後
で
は
な
く
、「
被
災
前
」

か
ら
復
興
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
を
考

え
、迅
速
な
復
興
に
向
け
た
準
備
や
実
践
を

進
め
る
「
事
前
復
興
」
の
取
り
組
み
推
進
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。現
に
被
災
し
て
い
な
い
状

況
下
で
、仮
想
の
津
波
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
結
果

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　

本
企
画
で
は
、事
前
復
興
の
取
組
の
意
義

と
課
題
を
多
面
的
に
捉
え
る
た
め
、住
民
、行

政
、研
究
者
、技
術
者
に
よ
る
実
践
を
紹
介
す

る
。ま
ず
、高
知
県
黒
潮
町
の
取
り
組
み
と
し

て
、出
口
地
区
防
災
部
長
の
金
子
保
氏
ら
に

被
災
前
の
集
落
高
台
移
転
の
検
討
に
つい
て
、

黒
潮
町
情
報
防
災
課
の
宮
川
智
明
氏
に
役
場

新
庁
舎
の
高
台
移
転
事
業
に
つい
て
、思
い
描

く
地
域
の
将
来
の
形
、そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
制
度
の
活
用
事
例
と
課
題
を
現
場

の
視
点
か
ら
語
って
い
た
だ
く
。次
に
、ソ
フ
ト

対
策
の
観
点
か
ら
愛
媛
大
学
の
山
本
浩
司
氏

に
事
前
復
興
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
教
育
に
係

る
全
世
代
的
な
取
り
組
み
を
、ハ
ー
ド
対
策
の

観
点
か
ら
浜
松
土
木
事
務
所
長
の
内
田
光
一

氏
に
オ
ー
ル
浜
松
で
取
り
組
む
防
潮
堤
整
備

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、国
土
交

通
省
都
市
局
の
池
田
亘
氏
に
近
年
の
復
興
事

前
準
備
に
係
る
政
策
動
向
を
解
説
い
た
だ
き
、

最
後
に
京
都
大
学
の
牧
紀
男
氏
に
今
後
の
事

前
復
興
計
画
の
あ
り
方
を
総
括
い
た
だ
く
。

　

被
災
地
の
復
興
は
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

未
災
地
も
復
興
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。過

去
か
ら
未
来
へ
続
く
時
の
中
で
、人
と
自
然
が

手
を
携
え
、次
世
代
に
つ
な
ぐ
復
興
の
姿
を
示

す
こ
と
は
、今
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で

は
な
い
か
。今
ま
さ
に
、学
問
や
技
術
分
野
の

壁
を
越
え
、復
興
の
10
年
の
成
果
と
課
題
を

共
有
し
、次
な
る
挑
戦
に
歩
を
進
め
る
時
だ
。

　

こ
こ
に
改
め
て
、犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
と

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、被
災
し
た
皆
さ
ま
、い
ま
だ
行
方

不
明
の
方
々
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
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